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第５回通常総会の概要（平成20年６月１９日）

　　第５回通常総会が平成１９年６月１９日午後４時からトーコーシティホテル梅田（北区南森町1-13-19）にて開催された。

　（式次第）

１．開会の辞

２．会長挨拶

３．議長選出

４．議事録署名人選出

５．議案審議

第１号議案　　平成１９年度事業報告の承認について

第２号議案　　平成１９年度収支決算の承認について　

第３号議案　　平成２０年度事業計画（案）について

第４号議案　　平成２０年度収支予算（案）について　

第５号議案　　その他

６．閉会の辞

　予定通り午後４時より伊藤専務理事（事務局長）の司会で、第５回通常総会が開催された。

　式次第に基づき最初に松谷会長より挨拶があり、続いて、副会長の東田俊康が議長に選出され、審議に入った。
第１号議案　　平成１９年度事業報告の承認について

　　平成１９年度事業報告（自　平成１９年４月１日～至　平成２０年３月３１日）
　総務関係

　　　第１　会　員

　　　　平成１９年度中の入退会

　　　　期首正会員数　　本年度入会　　本年度退会　　　期末正会員　　　備考

　　　　　　２５　　　　　　１　　　　　　８　　　　　　　１８　　　　　　　　　　　

　　　期末正会員　１８名　　賛助会員　０名

　　　

　　　第２　役　員（平成２０年３月３１日現在）

　　　　（３役以外は５０音順）

　　　　役　職　　　　氏　　名　　　　　所属並びに役職等　　

　　　　会　長　　　松谷　廣信　　　　㈱企業サービス　代表取締役

　　　　副会長　　　東田　俊康　　　　㈱ピ・アイ・オ　代表取締役

　　　　専務理事　　伊藤　寿彦　　　　㈱アイアイサービス　代表取締役

　　　　理　事　　　大久保　勲　　　　㈱ジンダイ大阪本社　相談役

　　　　理　事　　　木戸口　正　　　　㈱ニッタン　代表取締役

　　　　理　事　　　瀬戸　ヨシエ　　　相沢京子調査室　代表

　　　　理　事　　　竜田　充子　　　　㈱初恋の人探します社

　　　　理　事　　　脇山　良之　　　　㈱アイアイサービス統括本部　会長

　　　　監　事　　　井上　　清　　　　㈲大阪私立探偵社　代表取締役

　　　　相談役　　　井上　慎哉

　　　第３　事務局

　　　　　　　大阪市北区西天満１－１０－１６KSビル６F

　　　　　　　関西総合調査業協会

　　　　　　　℡　（０６）６３１３－４５６７　FAX（０６）６３１３－４５６６

　　　第４　会議の開催

　　　　１　第４回通常総会を次の通り開催した。

　　　　　　開催日時　　平成１９年６月２２日午後４時～５時まで

　　　　　　開催場所　　大阪市中央区谷町1-2-10　ホテル京阪天満

　　　　　　正会員数　　２５名、　出席会員数　２１名（内、委任状８名）

　　　　　　議　　長　　井上　慎哉　

　　　　　　議事録署名人　平　和敏　　阿部　一彦

　　　　　　提出議案及びその結果

　　　　第１号議案　平成１８年度事業報告の承認について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　第２号議案　平成１８年度収支決算の承認について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　第３号議案　平成１９年度事業計画（案）について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　第４号議案　平成１９年度収支予算（案）について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　第5号議案　会則の変更について

第6号議案　役員改選について

　　理　事　脇山良之㈱アイアイサービス　、伊藤寿彦㈱アイアイサービス　、瀬戸ヨシヱ　相沢京子調査室　、松谷廣信　㈱企業サービス　、大久保勲　㈱ジンダイ　　　　　木戸口正　㈱ニッタン　、竜田充子　㈱初恋の人探します社　、東田俊康　㈱ピ・アイ・オ

　　監　事　井上　清(有)大阪私立探偵社

尚、理事互選による三役選出の結果、

　　会長　松谷廣信（㈱企業サービス代表取締役、　副会長　東田俊康（㈱ピ・アイ・オ代表取締役、　専務理事　伊藤寿彦（㈱アイアイサービス代表取締役）が選出された。

総会終了後引き続いて同ホテルにて懇親パーテイーが開催された。

　　　　　

　　２．　理事会

　回数　　開催日時　　　開催場所　　　　　　　　　審議事項

　４４　　Ｈ１９年　　　関調協事務所　　１号議案　平成18年度決算について

　　　　　４月１３日　　　　　　　　　　２号議案　平成19年度事業計画案について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３号議案　業界情勢について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４号議案　その他理事提議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４５　　Ｈ１９年　　　関調協事務所　　１号議案　平成1８年度決算について

　　　　　５月１６日　　　　　　　　　　２号議案　平成1９年度事業計画案について
３号議案　総会準備と役員改選について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４号議案　その他理事提議事項
４６　　H１９年　　　　関調協事務所　　１号議案　通常総会について

　　　　　６月２２日　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４７　　Ｈ１９年　　　関調協事務所　　１号議案　専門委員会の編成と活動方針

　　　　　７月１３日　　　　　　　　　　２号議案　会員増強について

　　　　　　　　　　　　　　　

　４８　　Ｈ１９年　　　関調協事務所　　１号議案　入会審査について

　　　　　9月14日　　　　　　　　　　　２号議案　会員増強について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３号議案　会員証について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４号議案　業界情勢と活動方針について

　４９　　Ｈ１９年　　　関調協事務所　　１号議案　業界情勢と会員増強について

　　　　１０月１９日　　　　　　　　　　２号議案　その他理事提議事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５０　　H１９年　　　関調協事務所　　１号議案　教育研修会について

　　　　１１月１３日　　　　　　　　　　２号議案　広報活動について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３号議案　協会運営について

　５１　　H１９年　　　関調協事務所　１号議案　会報について

　　　　１２月２０日　　　　　　　　　２号議案　協会運営について

　５２　　H２０年　　　関調協事務所　１号議案　教育研修会について

　　　　　２月２２日　　　　　　　　　２号議案　会員増強と協会運営について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５３　　H２０年　　　関調協事務所　１号議案　教育研修会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　３月２７日


事業関係

　　①「探偵業の業務の適正化に関する法律」の遵守と周知の徹底を図ると共に、コンプライアンスの推進と調査研究に努める、については

　　　　大阪府警が開催した業法説明会への参加及び協会主催の教育研修会を実施し、業法の遵守と周知徹底に努めると共にコンプライアンスの推進と調査研究に努めた。

②　調査業界の健全化の推進については

関係官庁及び団体との密接な連携を図り健全化の方策に努めた。尚、業界団体再編への方策を模索した。

③　業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応については

　　　　教育研修会及び会報等により業務の適正化に努めると同時に消費者からの苦情処理に努めた。

④　会員の意識啓発と教育研修については

　　　　平成２０年３月２７日、全国調査業協会連合会との共催で教育研修会を実施した。

⑤　広報活動の推進については

関調報会報を０７年５月１０日第１８号、０７年９月１８日第１９号、０８年１月２５日第２０号を発行した。

　　　　その他、監督官庁及び関係団体との連携を密にし、協会の事業における理解と協力を求めた。

⑥　組織拡大の推進に努めるについては

　　　　その都度組織拡大に努めたが、業界市況の厳しさの中で廃業及び業務縮小が相次ぎ結果的には７名の会員が減少した。　

⑦　特定非営利活動法人全国調査業協会連合会に団体加盟すると共に全国調査業協同組合との連携を密にして活動するについては

　　　　特定非営利活動法人全国調査業協会連合会に団体加盟し協力すると同時に全国調査業協同組合にも２名が理事に就任し連携を密にして活動した。

⑧　大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例の遵守に努め、倫理意識と人権の高揚に努めるについては

　　　　大阪府が主催する条例及び人権関係の教育研修会に参加すると同時に日常業務の中で倫理意識と人権高揚に努めた。

　第２号議案　平成１９年度収支決算の承認について
　　　伊藤専務理事より平成１９年度収支決算の報告が詳細に説明された。その後、井上監事より監査報告がなされた。
　　　議長は、それを受け平成１９年度収支決算について、議場に質疑の有無を確認した後採決に入り、賛成多数でこれを可決承認した。
　第３号議案　平成２０年度事業計画（案）について

　　　　自　平成２０年４月１日　～　至　平成２１年３月３１日

第１　基本方針

①　「探偵業の業務の適正化に関する法律」の遵守と周知の徹底を図ると共に、コンプライアンスの推進と調査研究に努める。

②　調査業界の健全化の推進

関係官庁及び団体との密接な連携を図り健全化の方策に努める

③　業界団体再編への取り組みに努める

④　業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応に努める

⑤　会員の意識啓発と教育研修の実施に努める

⑥　広報活動の推進

（１）機関紙の発行

　　（２）監督官庁及び関係団体との連携を密にし、協会の事業における理解と協力を求める

⑦　組織拡大の推進に努める

⑧　特定非営利活動法人全国調査業協会連合会に団体加盟すると共に全国調査業協同組合との連携を密にして活動する。

⑨　大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例の遵守に努め、倫理意識と人権の高揚に努める

第４号議案　平成２０年度予算案について
伊藤専務理事より平成２０年度収支予算案の報告が詳細になされた後、議長は議場に質疑応答求めたが特に発言が無ったため、議場に採決をもとめ、賛成多数で可決承認された。
第５号議案　その他

（報告事項）　

○　平成20年3月31日付で、瀬戸　ヨシヱ（相沢京子調査室京都本社代表）が理事を辞任

○　退　会

　　　井渕　優子（アイ・エス・リサーチ）、大西　哲夫（㈱東経総合調査興信所神戸本社）、大西　佐代子（㈱新日本総合調査）、　瀬戸　ヨシヱ（相沢京子調査室大阪事務所）、平　和敏（東洋経済調査㈱）、松本　勝郎（毎日調査事務所）、上出　浩司（町の探偵さん）、樋渡　晃（㈱トクチョー）

以上をもって予定した全ての議案の審議が終了した為、議長は１７時００分に閉会を宣言した。その後、別の会場にて懇親会が盛会に行われた。
理事会報告

第５７回理事会の概要（平成20年７月17日）

（会長報告）　

　探偵業法に基づく契約前書面（重要事項説明）を受け取っていない契約に対して、鳥取の消費者センターから業界団体としての対応について関調協に問い合わせがあった。契約前書面の有無が契約の有効性を問われる問題に発展する怖れが十分にあるので、その点について慎重に対処して欲しい。

第1号議案　業法に基づく契約について

　探偵業務の契約に際し、契約前に重要事項説明をキッチリ行い、消費者から｢重要事項説明（契約前書面）を受けていない｣と言われる事が無いようにしなければならないが、説明した旨を明らかにするためのモデル契約書の作成と、契約時に「調査結果を悪用しない旨の念書」を依頼者から受け取ることの必要性を会員に周知徹底させる必要がある事を決定。
第２号議案　業界情勢について（情報・意見交換）

　業界不況が広まっており、受注の減少、個人情報保護法の影響により調査効率も悪く業界全体の環境が厳しくなっている。　関調協の会員数は創立時に３６社あったものが現在１８社にまで減っている。原因は大半が高齢及び受注減による廃業であり、非常に厳しい状況にある。
第５８回理事会の概要（平成20年９月5日）
（会長報告）　

業界団体の現状報告がなされ、今後強まると思われる監督官庁の指導に対して、業界団体の意思疎通をはかる必要があると思うが各団体ともにそれぞれに事情があり、今のところ話し合いは進んでいないとの報告があった。

第1号議案　業界情勢について(意見・情報交換)

業界及び業界団体の情勢について多方面にわたる意見交換がなされた。

第２号議案　協会運営について（意見交換）

　個人経営の業者では業法への対応、特に教育研修に関しては難しいものがある。関調協が教育研修会を主催し、参加業者に受講証を発行するなどして、参加者の中から会員として妥当な業者を選抜し、勧誘するなどを検討してはどうかなど会員増強策についての活発な意見交換がなされた。
第５９回理事会の概要（平成20年10月15日）

（会長報告）

　　会長は報告を兼ねて第１号議案の説明に入った。

第1号議案　新規入会審査の件

新規の入会希望者があり、面接した印象では特に問題視するような点はなかった。

紹介者がいないため会長が紹介者になるので審査を願いたいと述べたうえ、出席理事に書類を開示した。入会書類を一覧後、２・３の質疑があって、理事会は全員賛成で　　入会を承認した。

第２号議案　会費について

　　会長は、前期の会費が未納となっている業者が数社あることを報告した。関調協の運営費をスリム化し、会費負担についても会費の口数に応じて議決権を少数の会員が独占する状態を解消する意味からも、３口以上を負担する会員の口数を低減する案を理事会に示し、提案理由を説明した。こうした事情から、会長は、この案について理事会の承認を経てから後期の会費納入の案内をしたい旨を述べた。

　理事会は異議なく賛成し、これを可決した。

第3号議案　他団体との提携について

　　全調協の理事会に出席した伊藤理事から、業法制定後3年目を控え、警察庁通達
の『解釈運用基準』に関する問題1本に絞り、調査業の団体が一体となって監督官庁に働きかける必要から、『探偵業法対策協議会（仮称)』の立上げについて検討し、他の団体に呼びかけることを全調協は合意したことを報告した。

これを受けて、関調協としても理事会のメンバーの人脈から、日調協、全国協同組合に打診することで理事会は一致した。
事務局便り

　（新入会員紹介）
　商号　あかね司法調査事務所

　所在地　京都市西京区川島流田町６４－１　エステートピア井上106号

　電話　　075-382-6400

　代表者　中澤　貴皓

　職種　　結婚、素行、家出調査などの探偵業務を得意としています

・　今年10月に入会した会員です。皆様よろしくお願いします

　　
「調査業を取巻く環境」（米国と日本の格差）　　　　　会長　松谷　廣信

　今私の手許に以下のようなレポートがある。これは、アメリカのシンクタンクから日本のシンクタンクの理事に送付されてきたリスクマネジメントの参考資料である。

取引業者に係る事項

①　下のようなケースでは､すべてコンプライアンス担当者はその取引の内容及びそれに関係する情報をコンプライアンス委員会に報告しなければならない。

・不適格な人、あるいはその可能性が疑われる人が存在する可能性のある商業取引

・ある額以上の資産の売買、金融取引

・継続的な企業関係、戦略的提携、ジョイントベンチャー

報告には次のような事項を含めなければならない。

　　名称、住所

　　法的形態（例えば株式会社、ジョイントベンチャー、合名会社等）

　　事業形態（事業内容）

　　事業展開している地域

　　役員名、主要株主および下記のような背景調査（アメリカの例）

　　　・身元調査、住所履歴

　　　・犯罪歴

　　　・職歴、学歴の確認

　　　・ライセンス（免許）、証明書等の確認

　　　・運転歴調査（違反等）

　　　・クレジットカード履歴

　　　・自己破産等の記録調査

　　　・留置、裁判歴

　　　・法令違反等

　　　・メディアサーチ（マスコミに取り上げられたものの調査）

　　　・国外行動調査

提案されている取引の理由（我社、子会社の側から見て）

　　その取引の合法性

　　この取引を仲介あるいは紹介したことによって報酬を受ける人がいればその身元確認が必要

②　物品、サービスの供給者との取引に係る原則は以下の通りである

・コンプライアンス委員会は、不適格な団体、人物と我社・関連会社が取引を継続している場合、それを「不適切な重大事態」と認識する。

・したがって、このような取引関係が即時中止されることを我社にとって最善であると認識する。

・コンプライアンス担当者は全ての物品・サービスの取引相手の背景調査を行い、その正当性を定期的に確認しなければならない。そこで疑義のある場合には調査を行い、その結果を全て委員会に報告しなければならない。

　所謂、コンプライアンス上ある一定の取引に関し、相手企業と役員及び大株主について身元調査を定期的に行い、関係するコンプライアンス委員会に報告することを義務づけている。

　驚く無かれである。私は、前回の全調協会報誌に、米国の採用調査についてのネグリジェント・ハイアリングなる考え方を紹介し、採用マネージャーが行わなければならない必要最低限の一つに採用調査（身元調査）がある事を述べたが、商取引に関してもこれ程徹底した身元調査がコンプライアンス上重要視されているとは思わなかった。　今更ながらアメリカと日本の感覚の違い、調査に関する考え方の違いに驚かされるばかりである。

　米国では、企業の社会的責任上、雇用者（企業）の責任として応募者の背景調査（採用調査）を詳細に行い、商取引の相手先（会社、役員、大株主）を綿密に調査する事を徹底して行っている。ところが日本は、個人情報、人権、プライヴァシィを盾に、人事調査（身元調査）そのものを否定しようとする考え方が大手を振い、厚生労働省や自治体は、人に関する調査（採用調査、結婚調査）は「差別につながるおそれ・・」として、極めて否定的な見解を取っている。また、何を根拠にしているのか、「身元調査をしないよう」指導し、ハローワーク等は「採用調査」が行われたと云うだけで関係者に事情聴取さえ行っている。所謂、差別の有無ではなく、「つながる怖れ」として調査そのものを問題と捉えている。米国では、人権や商道徳、企業の社会的責任を果たすために身元調査を重要視し、一定の手続きさえ踏めば、個人の居住履歴、クレジット情報、運転履歴、犯罪歴などの情報は比較的簡単に入手できるシステムを構築している。ところが我が国は、人の住所、氏名、年齢さえ確認できなくし（住民票の公開制限）、親子関係や結婚歴などは、たとえ結婚相手でも確認できなくし（戸籍の公開制限）、行政や大手企業は、求人の際の履歴確認（学歴・職歴）にも個人情報保護を理由に第三者照会には応じ無いシステムを構築している（個人情報保護法の拡大解釈）。そして、自分の所さえ良ければ、自分の所さえ問題にならなければ的利己主義をコンプライアンスと取り違え、社会の安全・安寧などの社会的責任は全く眼中にないのでは、と邪推したくなる状況にある。最近話題になった、事故米の流通（三笠フーズ事件）なども、米国的なコンプライアンス意識で取引先調査を徹底していれば、流通段階の何処かでキチッと歯止めが掛かったはずである。

　
「関調協と全調協」（探偵業法の解釈運用基準の対策）　　専務理事伊 藤 寿 彦

　関調協は平成16年6月23日開催の設立総会で発足し、同時に全調協へ団体加盟することが決まりました。全調協はその後、ＮＰＯ法人全国調査業協会連合会に組織を改編し、現在に至っています。

その間、最も大きな変化は平成19年6月に施行された探偵業法による社会環境の変化です。探偵業法の制定により、業界の業務適正化については確実に前進しました。　　　その一方で業法による規制は調査業の企業活動に煩雑な手続、作業が必要となってきたことも事実です。こうしたなか、去る3月27日に全調協・関調協の共同開催で『探偵業法施行後の留意点』と題して教育研修会を開催し、業界団体として出来るだけ早く会員の皆様に情報の開示を行なったことはご承知のとおりです。

これは警察庁が各都道府県警察等に通達した『解釈運用基準』に基づき所轄警察による立入・指導が行なわれた内容を中心としたご報告でした。立ち入りについて会員の皆様から関調協・全調協に情報が伝えられることで、監督官庁の考え方が次第に明らかになり、これに対してそれぞれの立場としての異見・異議が協会に寄せられていますが、それらを意見として個々の業者が監督官庁に直接に申し出ることは困難です。

「これは業界団体(関調協・全調協)として取り組むべき問題」という声が執行部のメンバーから上がり始めたのです。

関調協・全調協ともに先の理事会では、探偵業法の『解釈運用基準』という課題一本に絞り、他の業界団体にも呼びかけし、調査業の団体が一体となって監督官庁に働きかけすることで意見の一致を見ました。

その背景には探偵業法の附則第3条にある『法律の施行後三年を目途として、この法律の施行の状況、探偵業者の実態等を勘案して検討が加えられ、必要と認められるときは、所要の措置が講ぜられるものとする』という規定があり、その期限から逆算すれば猶予の期間は決して長くはない、という認識からです。

さて、ここからが問題ですが、私たちがここで足踏みするようではいけません。余計な思惑を排除するために、各業界団体につながる人脈を通じて｢声をかける｣ことから始めてみること、現状を変えるため、まず行動することから始めなければなりません。

「ちょっとメシでも食べながら･・・」という程度の連絡でよいのです。その先にはお互いに共通する問題があるわけですから、その取りまとめと整理、具体的な役割分担と行動計画、さらに会員・業界全体に対する告知・広報活動の進め方などをつめることができれば一歩前進し、さらにその先の展望も開けてきます。

　ともすれば私たちは、自分が先頭に立つことを躊躇しがちですが、この機会を黙って見過ごすことは、まさしく『後顧に憂いを残す』ことになると思います。

　会員皆様からの『あと押し』も大きな力となります。
会員コーナー
選別の目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　東田俊康

我が家の近くに真希ちゃんというかわいい娘が住んでいた。

父親は、市内の製造工場に働くおとなしい人で、一目見ただけで真面目さが滲み出ており、夫婦仲は傍目にもうらやましい程であった。

愛想の良い母親は、近くのコンビニでパートとして働いていた。

真希ちゃんには、二つ年上の美里ちゃんという美人の姉が居り、姉妹仲も良く高校時代はよく二人で愛犬「シロ」と遊ぶ姿があった。
姉の美里ちゃんは、高校を卒業し銀行に勤めたが一年半ぐらいで同僚に見初められ結婚した。
銀行員の彼氏と、時々実家に帰ってくるところを見掛けるが、好感の持てるタイプで気さくに挨拶をしてくれ、近隣でも似合いの若夫婦と好評されている。彼氏も犬好きなのか「シロ」も良く懐いていて、「犬にも見る目が有るのやなぁ」と思った。

真希ちゃんは、姉が結婚してからは寂しさからか「シロ」を溺愛するようになった。

高校卒業を前にして学校から帰ると、一人「シロ」を抱きしめ、目を覗き込み、何か話しでもしているような姿を見掛けることが多くなった。
その頃から時々、バイクに乗って来るチンピラ風の男が真希ちゃんに付き纏うようになった。

真希ちゃんは、この男に対して特に悪感情は持っていない様子なのだが、「シロ」はその男が来ると異様な鳴き声と共に牙をむき出し、今にも襲い掛かろうとする。
近隣では「シロ」がこの男に対して焼きもちを妬いているのだろうと噂していた。真希ちゃんも高校を卒業し、働きに出ていると聞いていたが、そのうちに真希ちゃんの姿を見ることがなくなった。母親にそれとなく聞いてみると、「反対していたのだが出来ちゃった結婚で・・・」と歯切れの悪い話しぶりであった。

その後、仕事で「性質の悪い女を調べてくれ」との調査依頼があり、ひょんなことから真希ちゃんの結婚相手の男が、近鉄八尾駅前近くのスナックで働いているホステスの一人息子で「○○崇」であることが分かった。
この人の母親（○○まさみ）は、昔はヤンキーでズベ公だったといわれ、崇の父親が誰であるかはいまだに分からない。

調査の結果、まさみは、スナックに来る金を持っていそうな客を相手に深い関係になり、金品を脅し取るのが常套手段のあくどい女で通っている。

真希ちゃんの結婚生活は長くは続かなかった。

気が付くと真希ちゃんは、少しやつれた姿で赤ん坊を連れて実家に戻ってきていた。

以前の活発で明るい性格が、家庭内暴力（ＤＶ）によって打ち砕かれたのか、あまり屋外に出ることもなく、隠れるように暮らしていた。
そのうちに崇が訪ねてきて、大人しく真面目な父親に｢真希を出せ！！｣とわめき散らす声が聞かれた。しかし、両親もわが子の不幸を目のあたりにして、精一杯の抵抗を見せていた。その勢いに押されたのか、男は捨て台詞を吐いて帰っていった。「シロ」はその時も気が狂ったように吠えまくって男を威嚇した。そのあくる日の夜遅くにも、男が現れたのか「シロ」のけたたましい鳴き声が聞こえた。
そして、その二日後には「シロ」のけたたましい鳴き声の後、断末魔の悲鳴のような鳴き声が聞こえた。「シロ」は鈍器のようなもので殴り殺されていた。

しばらくは真希ちゃんの家庭は悲しみに打ちひしがれていた。

ただ、「シロ」が守っていてくれているのか、崇がこの事件以来姿を現すことはなかった。
それから二年が経過し、真希ちゃんにも新しい恋人が現れた。偶然にも、私が家族付き合いをしている友人の長男で、実母を幼いときに亡くし、父が再婚したため、継母に育てられた。父と継母の間に男の子が出来たが、年齢差があることもあって、本当の兄弟以上に仲良く暮らしている。

真希ちゃんとは同級生ということもあり、その境遇に同情した節も見られるが、性格も明るく優しい人柄はきっと楽しい家庭を作ってくれるものと信じている。
今度は、真希ちゃんにも選別の目が備わって、幸せを掴んでくれるような気がする。

おそらく「シロ」は天国で「俺の選別の目に狂いはない」ともろ手を挙げて喜んでいることと思う。
倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
































PAGE  
10

